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【コピー、転送、回覧など多くの人にお渡しください。各団体各地の活動をお知らせ下さい】

安保破棄中央実行委員会・全国代表者会議

「戦争国家づくり」止める草の根の運動を交流

安保破棄中央実行委員会は12日、東京の全日本民医連会議室でオンラ

インを兼ねて全国代表者会議を開き、当面する取り組みについて確認す

るとともに、全国の運動交流を行ないました。

会議には加盟団体と都道府県実行委員会から約50人が参加。

髙木りつ事務局次長(全労連副議長)が開会あいさつし、平和・ジェン

ダー平等の立場をふまえた運動強化を訴えました。日本共産党・赤嶺政

賢衆議院議員があいさつし、国会情勢を報告し、軍拡・大企業本位の政

治の転換を訴えました。

東森英男事務局長が報告し、少数与党・石破政権の下での軍拡推進政

治と野党取り込み、復活トランプ政権による日本への軍拡と武器購入押

し付けなどの情勢をふまえ、①「大軍拡反対請願署名」など「戦争国家

づくり」を許さないたたかいの強化、②辺野古新基地工事中止運動の推

進、③米兵犯罪根絶に向けた日米地位協定抜本改定運動、④オスプレイ

配備撤回、⑤10月の日本平和大会in愛知の成功、などを提起しました。

各地・各団体から、佐賀(オスプレイ)、神奈川(米兵犯罪など)、安保

近畿(各地の運動)、沖縄-石垣島(基地問題)、新婦人(国連女性差別撤廃委

など)、全労連(青年部沖縄ピースツアー)、民医連(辺野古行動)の各報告が行われました。交流では、和歌山、愛知、

沖縄・宮古島、滋賀から発言がありました。

木下興事務局次長(全日本民医連事務局次長)が、まとめ・閉会あいさつし、会議での交流をふまえた運動強化を訴

えました。

辺野古新基地工事中止署名 5万8846名分を提出

安保破棄中央実行委員会は3月5日、衆議院第一議員会館で「辺野古

新基地建設工事中止を求める」署名提出集会を行ないました。

東森英男事務局長があいさつし、辺野古新基地の現状を報告し、完

成の見通しがなく、米国側が辺野古新基地ができても普天間基地を使

い続けるといっているもとで、工事を止めるしかないと強調し、さら

に署名運動を広げようと訴えました。

集会には、沖縄県医労連の代表をはじめ、各団体から約30人が参加

し、取り組みを交流しました。

また、沖縄県選出の野党国会議員の赤嶺政賢衆議院議員、新垣邦男

衆議院議員、伊波洋一参議院議員、高良鉄美参議院議員が参加し、署

名を受け止めて奮闘する決意を表明しました。

この日は、「代執行による辺野古

新基地工事中止と普天間基地の無

条件撤去を求める請署名」5万8846

名分を提出し、累計で8万6004名分

となりました。
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